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会 議 録 

会 議 名 令和元年度 第 4回 丸亀市行政評価委員会 

開催日時 令和元年 11月 5日（火）13:30～14:00 

開催場所 丸亀市役所 本館 5階第 1会議室 

出席者 

出席委員 

鹿子嶋仁、岩永十紀子、佐藤友光子、桑田桃子、佐藤常光、宮武稔 

欠席委員 

髙濵和則 

事務局 

市長公室長 横田拓也 

（市長公室秘書政策課）課長 窪田徹也、副課長 谷本智子、担当長 野本政宏、

主査 宇野大志郎 

議 題 
1．外部評価報告書（案）について 

2．その他 

傍聴者 0名 

発言者 議事の概要及び発言の要旨 

窪田課長 

 

 

 

鹿子嶋会長 

 

 

 

 

 

秘書政策課 宇野 

 

鹿子嶋会長 

 

佐藤（友）委員 

 

 

 

宮武委員 

 

 

鹿子嶋会長 

 

ただ今より、第 4 回目の丸亀市行政評価委員会を開会いたします。議事に入り

ます前に、本日の会議資料を確認します。 

以後の議事につきましては、会長に議長をお願いします。 

 

議事に入ります前に、現在 6 名の委員のご出席をいただいておりますので、  

丸亀市附属機関設置条例の規定に基づき会議が有効に成立しておりますことを

ご報告させていただきます。 

それでは、議事の１「事業評価」につきまして、事務局より手順等の説明を  

お願いします。 

 

＜報告書（案）について説明＞ 

 

 ご質問、ご意見はございますか。 

 

 事業№④「リノベーションまちづくりの推進」の評価の根拠について、他の事

業と同様に、最後の一文「以上のことから本事業は○○とする」を加えてくださ

い。 

 

評価全般のことですが、各事業とも内容についてできる限り数値化して示して

いただく方が評価しやすいですし、説得力もあります。 

 

 確かに客観的な評価のためには、必要な観点だと思います。事務局からの資料

では、例えば、ある取組が何回くらい実施されているか、あるいは何人の利用が
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窪田課長 

 

 

 

 

 

 

鹿子嶋会長 

 

 

秘書政策課 宇野 

 

 

岩永委員 

 

鹿子嶋会長 

 

 

 

秘書政策課 宇野 

 

 

 

鹿子嶋会長 

 

あり、費用がいくらかかっているかなど、できる限り数値データは提供いただけ

ていると思います。これに加えて担当課のヒアリングも実施しておりますし、妥

当な手法だと思います。 

 

 数値化や目標値の設定は、取組状況を判断するうえで必要な視点です。行政と

しましても、個々の計画を立てる際には、できる限り計画期間中の数値目標を設

定して取組を進めています。今回、担当課からの資料でも、該当する目標値やそ

の状況について、お示しさせていただいたかと思います。こちらの委員会では、

こうした情報や取組状況を確認していただいたうえで、取組手法などを総合的に

判断していただければと思います。 

 

 総合計画の節目の年は、市の施策全体を評価したとのことですが、どのような

手法でしたか。 

 

 総合計画の施策ごとに、担当課において事業の成果と今後の課題をまとめたも

のをお示しし、評価していただきました。 

 

 こちら側が必要な資料を提供してもらうこともありました。 

 

 担当課の反省点を示していただけると評価しやすい点はありますね。 

それでは、他にご意見もないようですので、議事の２「その他」について事務

局よりございますか。 

 

 報告ですが、本日欠席の髙濵委員にも、事前に報告書の案について了承をいた

だいています。 

≪今後の予定等について説明≫ 

 

 それでは、本日の会議を終了します。 

（会議終了） 
 


